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(2) 
子

大学の位置

干191-8510
東京都日野市大坂上四丁目1番地の1

(3) 

・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合 ， 本部の位置を（ ）書きで記入してください。

・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には， 複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して
ください。

（注）

管理運営組織

職 名 設 置 時 変 更 状 i況 備 考

（イハラ トオル）

理事長 井 原 徹

（平成2 1 年4 月 1 日）

（ユアサ シゲオ） （タジマ マコト）

マ
...... ー． 長 湯 ；芸 茂 !t 回 島 長 任期により交代（25)

（平成 1 9 年4 月 1 日） （平成25 年4 月 1 日）

（タナダ テルヨシ） （ナンパ マサノリ）

研究科委員長 棚 田 輝 最 難 波 雅 市己 研究科長辞任により交代（24)

（平成2 1 年4 月 1 日） （平成22年 6 月 1 0 日）

（ムトベ アキノリ） （コジマ カオル）

専攻科長 六人部 BB 典 児 島 薫 任期により交代（24)

（平成22年4 月 1 日） ｛平成24 年4 月 1 日）

(4) 

「変更状況jは， 変更があった場合に記入し

（ ）書きで記入してください。

（例）平成23年度に報告済の内容 →（ 23) 

平成25年度に報告する内容 →（25) 

・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば． 「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

・された記載があれば， そこに赤字で見え消し修正）するとともに， 上記と同様に， 「備考」に変更理由等を

記入してください。

－大学院の場合には．

併せて「備考」に変更の理由と変更年月日， 報告年度を

「職名 J を「研究科長J 等と修正して記入してください。

- 1 I 16 -

（注）



(5) 調査対象研究科等の名称， 定員． 入学者の状況等

（注） ・ 当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等 ， 定員を定めている組織ごとに記入してください。
様式は． 平成23年度開設の博士後期課程の場合（平成25年度までの3年間）ですが． 開設年度 ・

修業年限に合わせて作成してください。 （修業年限が2年以下の場合には梱事削除し 4年以上の場合
にI土相手設けてください。）

( 5）ー① 調査対象研究科等の名称， 定員

銅査対象研究科等 設置時の計画
備 考の名称（学位） 修業年限 入学定員 収容定員

年 人 人
文学研究科 基礎となる学部等

美術史学専攻
博士後期課程 3 2 6 文学研究科美術史学専攻

博士（文学） （修士課程）
文学部美学美術史学科

（注） ・「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。
・定員を変更した場合は ， 「備考Jに変更前の人数 ， 変更年月及び報告年度を（ ）書きで記入してください。

( 5）ー② 詞査対象研究科等の入学者の状況

云�底 平成23年度 平成24年度 平成25年度
平均入学定員

超 過 率
備 考

春季入学その他の傘” 春季入学その偽の竿期 春季入学その他の学期

2人 一人 2人 一人 2人 一人

A 入学定員

2 。 。

志願者数 （ー） （ー） （ー） （ー） （ー）（ー）

［ー］ ［ー］ ［ー］ ［ー］ ［ー］ ［ー］

2 。 。

受験者数 （ー） （ー） （ー） ｛ー） （ー） （ー）
0. 17倍

［ー］ ［ー］ ［ー］ ［ー］ ［ー］ ［ー］
一 。 。

合格者数 （ー） （ー） （ー） （ー） （ー）（ー）

［ー］ ［ー］ ［ー］ ［ー］ ［ー］ ［ー］

。 。

B 入学者数 （ー） （ー） （ー） （ー） （ー） （ー）

［ー］ ［ー］ ［ー］ ［ー］ ［ー］ ［ー］

入学定員超過率
0.50 0.00 0.00 

8/A 

（注） ・ 数字は ． 平成25年5月1日現在の数字を記入してください。
（ ）肉には． 社会人の状況について自盆玄記入してください。該当がない年には「ーJを記入てください。

「社会人Jについては ． 認可申請書において貧学が定める社会人の定殺に従って記入してください。

［ ］内には． 留学生の状況について血盤主記入してください。該当がない年には「ー」を記入して

くT三さい。

留学生については ， 「出入国管理及び難民認定法』別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

「留学ビザ」）により ． 我が国の大学（大学院を含む。）， 短期大学． 高等専門学校 ， 専修学校（専門課程）

及び裁が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

記載してください。

短期交換留学生など ， 定員肉に含めていない学生については記入しないでください。

学期の区分に従い学生を入学させる場合l立、 春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、 その他の学期欄は『ー」を記入して

ください。また、 その他の学期に入学定員を設けている場合は、 備考欄にその人数を記入してください。

「入学定員超過率」については． 各まIoli'の春蚕入盤J，手の4tb.多合併しt，－入霊堂'iF'II. 入車営者数で.出して

ください。なお， 計算の際は小数点以下電車3位多切り捨て 小数点第2位まで炉.入してください。

「平均入学定員超過率Jには ， 開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平鈎を記入してください。

なお． 計算の際は「入生堂'iF昌舘；re,率l土問様にしてください。
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( 5）ー③ 調査対象研究科等の在学者の状況

ン竺
平成23年度 平成24年度 平成25年度

備 考
春季入学その他の学期 春季入学その他の学期 春季入学その他の学期

1年次
［ー］ ［ー］ ［ー］ ［ー］ ［ー］ ［ー］

。 。 。 。 。 。

2年次 ン云／
［ー］ ［ー］ ［ー］ ［ー］

。 。 。 。

3年次 ／／ ／／ 
［ー］ ［ー］

。

一
言十

。 。

（注） ・ 数字は ， 平成25年5月1日現在の数字を記入してください。

［ ］肉には． 留学生の状況について肉数で記入してください。該当がない年には「ー」を記入してください。

留学生については． 『出入国管理及び難民認定法J jjlj表第 一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

「留学ビザJ ）により ． 我が国の大学（大学院を含む。） ． 短期大学. il高等専門学校 ， 専修学校（専門課程）

及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

記載してください。

短期交換留学生など ． 定員内に含めていない学生については記入しないでください。

学期の区分に従い学生を入学させる場合は、 春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、 その他の学期欄は「ー」を毘入して

ください。また、 その他の学期に入学定員を設けている場合は、 備考欄にその人数を記入してください。

『百十」については． 各是正麿の纂差入掌｝，－:f-の411!の挙期参合計した在掌者数 留単牛勧を記入してください。
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( 5）一④ 調査対象学部等の退学者等の状況

ぷ 入学者数（b) 退学者数（a)

平成22年度
入学者

人 人

平成23年度 1 人 0 人
入学者

平成24年度
入学者

。人 0 人

平成25年度
0人 0人

入学者

合 計 1人 0人

退学者数（肉訳）

退学者数 退学者数の
退学した年度 うち留学生数

平成22年度 人 人

平成23年度 人 人

平成24年度 人 人

平成25年度 人 人

平成23年度 0人 0人

平成24年度 0人 0人

平成25年度 日人 0人

平成24年度 0人 0人

平成25年度 0人 0人

平成25年度 0人 0人

（注〕・ 数字は ， 平成25年5月1日現在の数字を記入してください．

入学者数に

主な退学理由 対する退学者数
の割合
(a/b) 

非D!V/0! % 

0 呼也

非DlV/0! <jも

書D!V/C〕！ 号も

。%

・ 各年度の入学者数については， 該当年度当初に入学した人数を記入してください. （捨申？温室営者がいが揚舎で右手の遣さ世若勧事溺九寸弘事l土

盆旦主主ム斗
・ 各年度の退学者数については， 退学年度ごとに記入してください。また、留学生数測の人数については、退笠盆盤�を記入してください．

留学生については ， 「出入国管理及び灘民忽定法」別表第一に定められる 「 『留学』の在留資格（いわゆる 「留学ピザ」）

により ． 我が固の大学 （大学院を含む。 ） ． 短期大学． 高等専門学校。 専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

準備教育課程を設置す る教育飽設において教宵を受ける外国人学生」を記入 して く だ さ い．
・ 「入学者数に対する退学者数の割合』l去【当該対象年度の入学者のうち ． 平成25年度5月1日現在までに退学した学生数の合計】を．

【当骸対象年度の入学者数】で除した割合作也）を記入してください。その際 ， 小数点以下第2位を図書書五入し，小数点以下第1位までを記入してください
．「主な退学理由」は ， 下の項目を参考に犯人してください。その際．

「就学意欲の低下（0人）Jというように．その人数も含めて飽入してください．

（記入項目例）・就学意欲の低下 ・学力不足 ・他の教育機関への入学 ・ 転学 ・海外留学

・就稔 ・学生個人の心身に関する事情 ・ 家庭の事情 ・除籍 ・その他
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2 1受業科目の概要

＜文学研究科 美術史学専攻 （惇士後期課程〉＞

(1)浸業科目表

科目 配当 単位数 専任教員等の配置
備 考

区分
授業科目の名称 年次 必 修 選 択 自 由 教 授 ；量教綬 続 飾 助 教 助 手

未聞締 履修希lil宥がいなかったため（25)

来楓a

日本美術史特殊研究 い♀ 2 

来開情 置修希盟宥がいなかったため（25)

糸,W揮 履修希望書がい毎か唱え乳ぬ位4)

日本近代美術史特殊研究 4占♀ 2 

来側関 履修希盟者がいなかったため（25)

来綿織 ，，修希鑓奪がいおか9主主ぬ俗的

特 東洋美術史特殊研究 w 2 

未聞謂 庖修希盟者がいなかったため（25)

殊 来Miii 履修希鑓挙がい拡が唖九九ぬ�4)

研 仏教美術史特殊研究 レ♀ 2 a修希望者がいなかったため（23)

究
未聞踊 R置修希筆者がいなかったため（25)

来Miii 置修希望奮がい怠古�..たたぬ�4l

科 ｜来開講

西洋美術史特殊研究 レ♀ 2 R置修希望者がいなかったため（23)
目

未聞旗 置修希録者がいなかったため（25)

来槻S書 a修希望書がい芸高齢9九九ぬ�4l

来線指

西洋近代美術史特殊研究 ふ♀ 2 贋修希望者がいなかったため（23)

来開繊 思修希盛者がいなかったため（25)

来開講 a修希望書がい怠由＇＂＇免免除信仰

来開講

芸術学特殊研修 w 2 思修希望者がいなかったため（23)

研 研究指導特殊研究
1～3 a 6 

究
＋旨

導
科
目

（注） ・ 認可申錆書の様式第2号（その2の1 ）に準じて作成してください。
設置恕可時の授業科目全て（型軽任 ． 兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で位載してください。その上

で． 前年度報告時（平成24年度にm可された大学等は�置箆可時）より変更されているものは赤字見え消し
修正し． 『備考Jに赤字で理由・変更年月等を位入してください。

なお， 昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については， 見え消しのまま黒字にしてください。
兼任． 兼担の教員が担当する録業科目については ， 備考欄に担当する教員数を『兼O」と記入してください。

授業科目を追加又は肉容を変更する場合で ． 専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては ．

「専任教員採用等設置計画変更書」の審査年月等を「備考Jに配入してください。（今後審査を受ける場合
には． 「平成O年O月 提出予定」と犯人してください．）

「配当年次Jについて ， all:置m可申務自寺に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成1 9年度忽可
以前）についても， �置認可時の状況を黒字で記入してください。また， 前年度報告時より修正があれば ．

赤字で見え消し修正をしてください。
履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

(2) ｝受業科自殺

変 更 状

富十
備 考

（歪7 喜藤喜志P:.
［ ］肉に ． 届出時の計画
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(3）未開講科目

番号 授業科目名
1 ｜※該当なし
2 
3 

単位数｜配当年次｜一般・専門｜必修・選択 未開講の理由 ， 代替措置の有無

（注） ・ 設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず ， 何らかの理由で未開講となって
いる授業科目について記入してください。なお ， 理由については可能な限り具体的に記入してください。

雇修希望者がいなかったために未開講となった科目については． 記入しないでください。

(4）廃止科目

番号

2 
3 

授業科目名
※該当なし

単位数｜配当年次｜一般・専門｜必修・選択 廃止の理由． 代替措置の有無

（注）・ 設置時の計画にあり． 何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
ください。なお． 理由については可能な限り具体的に記入してください。

(5) l受業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

※該当なし

（注） ・ 授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見J及び「学生への周
知方法」を記入してください。

(6) 「設置時の計画の授業科目室長の計」に対する「未開講科目と廃比科目の計」の割合

未開講科目と廃止科目の計
設置時の計画の授業科目数の計

一

（注）・ 小数点以下第3位を切り捨て ． 小数点第2位までを記入してください。
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3 施設・設備の整備状況， 経費

区 分

( 1 l I 区分

校舎敷地

内

専 用 共

31, 801 rri 

10, 740rri 

42, 541 rri 

1, 353rri 

43. 894rri 

専 用 共

35, 167rri 

35. 167mJ 

講義室 演習 室

41室 34室

新設学部等の名称

美

術史学専攻＜I専士後期課程）

図 書 学術雑誌

用

Om 

Om 

Om 

Om 

Om 

用

Om 

O rri) 

実験実習室

甘同『 備考

芙学用校
す

等のる他専用
の Z十

Om 31. so1 ml 

Om 10. 14om

Om 42. 541 rri 

Om 1, 353rri 

Om 43, 894rri 

共用する他の Z十学校等の専用

Om 35. 167m 

本支
運動場用地

i也 l 小 百十

その他

( 525 ) 
c 129 [129l l I ふS絡み
糾持判斗ヰ｜

料品ふ
｜（ s6 l I c 114 l 

+--5ギlふ

「ー収納可能冊数

体育館以外のスポー ツ施訟の概要

2 245肘｜テニスコ ー ト 4面｜卓 球 宿

区 分 ｜ 開僻度｜完成年度｜ 区分 ｜開級前年度｜開僻度｜完成年度
経費． ． 

(8) ｜の見｜教員1人当り研究費等｜ 400千円｜ 400-'ff'll 図書購入費 I 2. 477千円｜ 2. 477千円
l積りE ' 

鰐鍔｜
｜共同研 究 費 等｜ 千円｜ 千円｜酬購入費｜ 0千円｜ 0千円

ます喜｜学生1人当り｜ 第1年次 ｜ 第2年次 ｜ 抑制 ｜ 第4年次 ｜ 第5年次 ｜ 第6年次

納付金 I , 020-'f円｜ 7肝円 ｜ 7肝円｜ ー干円｜ 一千円｜

学生納付金以外の維持方法の概要 ｜ 寄付金収入、私立大学等経常費補助金、資産運用収入、事業収入 等

等
合 計

(2）校 倉

(3）教室等

(4）専任事見員研究室

(5) 新政学部等
の名称 〔うち外図書〕 〔うち外図書〕

冊

63, 072(13, 792] 408〔62〕

(61. 204(13, 168]) 
(51, 95Hl a. 905n 

I 

（制（59] ) 
(;;8, 4a'.l-Ei:i. ao@ ( 4os Ee:?J l 
(59. 9:!i El :ie. 94:i,〕l

63. 072 ( 13. 792〕｜ 制（62〕

(61, 204(13, 168]) 

(a8, 4a+E,:i, a08Jl ( 403 Ee:ieJ l 
{59, 9;!,;!,El;!,, 94:!1) 

面 積

3, 937rri 

面 積

UA
 
司」専門干史術

美

図

書

・

笛
備

計

(6）

図

II 館

(7）体 館育

o m> I c 35.，川）

情報処理学習蹴｜ 話学学習施訟

4室｜ 1室｜大学全体
40室｜ ｜

（補助職員 6人）｜ （繍助職員O人）

室 数

室

視聴覚資料 l 機織・器具｜標 本
電子ジャ ーナル

種｜ 〔うち外図書〕 点｜図書賜入計画の変更に
よる（25)

133 (133〕 553 図書購Al半面�妥憂1-86 114 品ゐ.(:!4与
( 525 ) 臨書購みS半面ぬ経甲l

( 129 [129] ) 十駐さ与 ( 86 ( 114 ) 
長ゐ�

( 133 E133J l .µ以Lイト
+--5正1-+ 標本には

美

術工芸品を

133〔133〕 553 86 114 
含む

閲覧座席数

440, 000 

8 面

2. 477千円

。千円｜図書費には電子シ
・ ヤナv, 』’ル・デサピー1の整備費

｛運用 nト含む｝を含
む＠

ー干円

（注）

・

設置時の計画を ， 申請書の様式第2号（その1の1)に準じて作成してください。 （複数のキャンパスに分かれている場合．

複数の様式に分ける必要はありません。なお ， 「（1 ）校地等」及び「（2）校舎Jは大学全体の数字を．その他の

1盲目I士A C対象掌部筈の数値安杷入してどす2合い－ ) 

運動場用地が校舎敷地と別地にある場合lま ． その旨（所要時間・距離等）を「備考Jに記入してください。

『（5）図書・設備Jについては． よ段に完成年度の予定数値を ． 下段には平成25年5月1日現在の数値を記入してください。

昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては． 変更部分を赤字で見え消し修正するとともに ． その

理由及ぴ報告年度『（25)Jを『備考Jに赤字で記入してください。

ー7 I 16 -



なお ， 昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については， 見え消しのまま黒字にしてください。

校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少 ． 建築計画の遅延）がある場合には， 「建築等設置計画変更書」

を併せて提出してください。

- 8 I 16 -
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4 既設大学等の状況

大 学の 名 称 実践女子大学 備 考

既設学部等の名称
修業 入 学 編入字 収 容 字位又 定員 開設

所 在 地
年限 定 員 定 員 定 員 は称号 超過率 年 度

年 人 3年次 人 倍

人
文学部

国文学科 4 110 13 500 学士 1. 17 昭和40 平再生23年4月よLJ
（文学） 年度 入学’定員妥憂

120=-W) {A 
持与一
平成25年4月より
編入学定員変更

英文学科 4 110 13 500 学士 1. 18 昭和40 平感23年4月より
（文学） 年度 入学定員委憂

120=-llO (i』
叫与一
平成25年4月より
編入学定員変更

美学美術史学科 4 90 8 410 学士 1. 17 昭和60 平成23年4月より
（文学） 年度 入’学定長斐更

100=-90 (AlO} 
平成25年4月より
編入学定員変更
15→13(.6.2) 

生活科学部

食生活科学科 4 70 2 308 学士 1. 13 昭和41 平成25年4月より
管理栄養士専攻 （生活科学） 年度 編入学定員変更

14→2(.6.12) 
食生活科学科 4 75 2 310 学士 1. 12 昭和41 平成25年4月より

食物科学専攻 （生活科学） 年度 編入学定員変更
5→2 (.6..3) 

食生活科学科 4 40 160 学士 1. 33 平成25 平成25年4月開設

健康栄養専攻 （生活科学） 年度

4 80 2 340 学士 1. 33 昭和40 平成25年4月より
生活環境学科 （生活科学） 年度 編入学定員変更

10→2 (.6.8) 
生活文化学科 4 40 2 180 学士 1. 19 平成19 東京都日野市 平成25年4月より

生活文化専攻 （生活科学） 年度 大坂上四丁目 編入学定員変更
1番地の1 10→2 (.6.8) 

生活文化学科 4 45 2 190 学士 1. 23 平成19 平成25年4月より

＼ノ
幼児保育専攻 （生活科学） 年度 編入学定員変更

5→2 (.6.3) 
人聞社会学部 人聞社会学部は

学部一括入試の
ため、 入学者を
定員で按分して
超過率を算出

人聞社会学科 4 100 10 490 学士 1. 00 平成16 平成23年4月より
（人聞社会学） 年度 入学定員変更

140→100 ( .6. 
40) 
編入学定員変更

現代社会学科 4 100 10 300 学士 1. 12 平成23
（人聞社会学） 年度

文学研究科
国文学専攻 3 3 9 博士 0. 00 昭和44
(t尊士後期課程） （文学） 年度
国文学専攻 2 10 20 修士 0.30 昭和41
（↑専士前期課程） （文学） 年度
英文学専攻 2 6 12 修士 。目。。 昭和41
（修士課程） （文学） 年度
美術史学専攻 3 2 2 博士 0. 17 平成23
（↑専土後期課程） （文学） 年度
美術史学専攻 2 6 12 修士 0.83 平成4
（博士前期課程） （文学） 年度

- 9 I 16 -



生活科学研究科
食物栄養学専攻 3 2 6 ↑専士 0. 17 平成17
（博士後期課程） （食物栄養学） 年度
食物栄養学専攻 2 6 12 修士 0.33 昭 和 41
(t専土前期課程） （食物栄養学） 年度
生活環境学専攻 2 6 12 修士 0.50 平成元
（修士課程） （生活科学） 年度

人聞社会研究科
人聞社会専攻 2 7 14 修士 0. 24平成22
（修士課程） （人聞社会） 年度

大 学の 名 称 実践女子短期大学 備 考

既設学部等の名称 修業 入 学 編入学 収 容 学位又 定員開設｜
年限 定 員 定員 定員 は称号 超過率年度 所在地

年 人 年次 人 倍
人

日本語コミュニケー 160
1短期大学士｜

,. 10 
I

昭和7
1

平成24年4月より
ション学科 （日本語ヨミュニ 入学定員変更年度

東京都日野市 100→80 （ム20)
英語コミュニケー シヨ

｜ 叶短期大学士
｜ ｜ 

昭
年

和
度
27

｜神13番明
一

地丁の1目
平成24年4月より

ン学科 （英語ヨミ1ニト 入学定員変更
120→100(.6.20) 

平成25年より学
生募集停止（食 I 』ノ物栄養学科）

）
の
だ

科
在
く

成

学
現
て

置

平

・
日
し

の
設

「

部
1
・
ム

合
を

に

学
月

記

割
程

」

（
5
に一

の
課

考

学
年
芸

者
攻

備

大
5

謹

学
専

「

の
2

誌

入
て

て
成
単
）
る
い

し

金
平
主
。
す
お

と

る
’
工
ん
対
に

」

い
に
い一
せ
に
学

一

て
と

2
ま
員
大

「

し
ご
に一
り
定
期

は

置
種
筆
あ
学
短

員

設
校
担
は
入

（

定

が
学

主
要
る
科

容

）
の

盤
必
け
学

収

等
れ

主
る
お
，
。
と

人
ぞ
塞
す
に
を
い
員

法
れ

封
入
間
）
さ
定

枝
そ
♀
記
期
て
だ
学

学
・
A
’
る
捨
く
入

（
て
・
は
す
り
て

者
い

際
て
当
切
し
合
い

置
つ
の
い
相
を
入
場
さ

設
に
そ
つ
に
位
記
る
だ

の
）
。
に
限
3
で
あ
く

等
科
い
の
年
第
位
が
て

学
学
さ
も
業
点
単
等
し

大
（

だ
る
修
数
）
部
入

る
学
く
係
準
小
程
学
記

い
大
て
に
標

（
謀
る
と

て
期
し
科
’
で
攻
い
J

つ
短
入
攻
は
ま
専
て
止

な
ぴ
記
専
に
位
’
し
停

と
及
を
’
J
2
は
止
集

象
）
報
し
率
第
に
停
募

対
攻
情
だ
過
点
合
を
生

の
専
の
た
超
数
場
集
学

査
（

目
（

員
小
る
募
り

調
院
項
。
定
の
い
生
よ

本
学
記
い
「

均
て
学
年

大
上
さ

平
し

O

注

J 
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5 教員組織の状況

＜文学研究科 美術史学専攻〈悟士後期諜程〕＞

(1)担当教員表

専任・
兼担・

眼名兼佳
の別

尊 教授

尊 教授

専 教綬

専 教綬

専 教綬

専 教綬

専 ；世教
授

設 置 時 の 計 画

氏 名
（年 齢）

仲町（相武｝
V:!'子

児島（近藤）
薫

宮崎 法子

武笠 朗

六人部 昭典

a康 伸博

駒図 亜紀子

就任予定年月 担当綬業科目名

日本美術史特殊研究平成23年4月 研究指揮特殊演習

日本近代美術史特殊研究平成23年4月 研究指導特殊演習

平成23年4月 東洋奨術史特殊研究
研究指導特殊演習

平成23年4月 仏教美術史特殊研究
研究指導特殊茨習

平成23年4月 西洋近代美術史特殊研究
研究指導特殊演習

平成23年4月 芸術学特殊研究
研究指導特殊演習

平成23年4月 西洋美術史特殊研究
研究指導特殊演習

変 更 状 3完

専任・
兼担・ 氏 名 担当録集科目名

唱h 考
兼任 .名 （年 齢）

就任予定年月

の別

（注）・ Ill:置時の鎌式第3号（その2の1｝に準じて作成して〈ださい。
なお． 当骸Ill:置に係る研究科等に所属しない教員であって ， 全学共通 ． 学部共通などの録集科目を担当する教員組織に

所属している場合は ． (00研究科 00専攻（00探程）〉の箇所を「共通」とし ， 表を分けて作成してください．
後任が決まっていない渇合には ， 「後任未定Jと位入してください．
辞任者Iま「備考Jに退職年月 ． 氏名 ， 理由を犯人してください．
年齢は ． r11t置踏の僻圃l ！こ I主当鈴虫陸部省事の首停時における遭隼齢を ． 『曹司F枝湿 I I三位早苗 25 まE E 日 1 日現存の遭年齢

を記入してください。
教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規録用J. 『担当綬業科目の変更」文は『昇格」をいう．）は，

耳E更後の状況を記入するとともに ． その理由， 後任者が決まっていない場合は。 「変更状況』の「氏名』に『後任未定」と犯入し
及び今後の録用計画を『備考』に記入して〈ださい。

・ 霞iiT't'”・－：＜れや重量膏E・の耳障停車E・審理嘗事する温合は ， 当E高専任教員が綬業を開始する前に必ず「専任教員接用等設置計画

変更書』を提出し， 大学級置・学技法人審織会による教員資絡審査（AC教員審査）を受けてください，AC*'1・S奇多辱けずに車停

教員として授憲司Fを絹当寸2-. ;::_ >- f士出安定骨lu・

「専任教員燥用等変更書（AC} Jを提出し「可Jの教員判定を受けている場合は「O年O月教員審査済J. 変更書をt!出予定

の場合は『O年O月変更書提出予定Jと配入してください。

なお． 鐙置箆可審査時に教員審査省略となっている場合は ． 「備考jに『（教員審査省略）」及びその変更の理由変更年度

（ ）書き等のみを記入してください．

(2）専任教員獄

の 計 画
研究指導教員 t十 研究指導教員l 一夜安否導 E十

0 70 

( 7 ) ( 0 ) ( 7 ) 歳

。

（注）・ 『設置時の計画」には. I!!:置時に予定されていた完成年度時の人数をre入するとともに， （ ）内に開往時の状況を記入し．
『変更状況』には ． 平成 25 年5 月 1 日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに ． ［ ］肉に段置時の計画
との増減数を記入してください． （犯人例：1名滅の場合： L:,.1) 

・「年齢構成』には ， 当骸学部における教員の定年年齢および ， 平成 25 年5 月 1 日現在． 特例等により定年を超えて専任教員として
採用されている教員数を犯人してください．

- 11 I 16 -
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(3）専任教員辞任等の理由

．職 位｜ 専任教員氏名 辞任（就任辞退を含む｝等の理由

※該当なし

（注）・ 専任教員の辞任等の理由について． 可能な限り具体的に犯人してください。

(4）専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

※該当なし

（注）・ 上但（3）の専任教員辞任等による学生の庖修等への影響に関する「大学の所見J及び「学生への周知方法」を12入してください＠

v 

-12/16-



、－

6 留意事項に刻する履行状況等

区 分 留 意 事 項 履 行 状 況
未履行事項について

の実施計画

設 置 時

該当なし 該当なし 該当なし

（平成23年5月）

設置計画履行状況

調 査 時 該当なし 該当なし 該当なし

（平成24年5月）

設置計画履行状況

調 査 時 該当なし 該当なし 該当なし

（平成25年5月）

（注） ・ 「設置時Jには ， 当該大学等の設置時に付された留意事項（掌桂法人の寄附行為又は寄附行為変更

の認可の申請に係る留意事項存除く＂ ) と． それに対する雇行状況等について ， 具体的に記入し

報告年度多（ ）害者で付記してください。 （認司で設置され全牢部学科等のみ＂ ) 

「設置計画履行状況調査時」には， 当該設置計画履行状況調査の結果． 付された留意事項に対する

雇行状況等について， 具体的に記入するとともに ， その雇行状況等を裏付ける資料があれば． 添付

してください。

定員管理に係る留意事項への履行状況は， 指摘安曇けた学科等についてのみ記入してくださいの

該当がない場合には， 「該当なしJと記入してください。
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7 その他全般的事項

＜文学研究科 美術史学専攻 〈博士後期課程〉＞

( 1 ）設置計画変更事項等

設 置 時 の 計 画 変更内容・状況 ， 今後の見通しなど

なし なし

I孟了－－－－；－－ i～6の項目に記入した事項以外で ， 設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）
及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

設置時の『設置の趣旨等を記載した書類Jの項目に沿って作成し．それ以外の事柄については
適宜項目を設けてください。 （記入例参照）

(2）教員の資質の維持向上の万策CF D活動含む〉

① 実施体制

a 委員会の設置状況

大学の全学組織として、実践女子大学F D推進委員会を設置している。F D推進委員会のもと各学部

F D委員会を設けている。大学院における教員の資質の向上のために、会研究科組織としての研究科専

門委員会（大学院学則第25条）を設け、協議を進めている。

b 委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

平成24年度における開催状況は、以下のとおりである。

実践女子大学F D推進委員会は、各学部長、学科・課程主任、大学教育研究セント長等で構成され、

概ね全委員が出席し、8回開催された。

研究科専門委員会は、14回開催し、毎回全委員が出席した。

c 委員会の審議事項等

・平成24年度におけるF D 活動について

．平成24年度授業評価7ントトについて

• F D研修会について
・ 授業評価7ントトの中止と代替案について（リ7？シヨン ・ へ

・

ーハ
・

一等の利用と、授業改善報告書の提出）

・実践A；ンゲー ド科目7ントトの実施（共通教育科目の成果確認）

－授業改善等に関する取組について

－ディプロマ ・ ポリシーの再検証について

．授業改善報告書について

·T Aに関する規程の制定について

．大学院の活性化について

・その他、教育の充実 ・ 向上のための諸施策、教育の改善及び教員の能力開発に関すること

l② 実施状況

a 実施肉容

• F D研修会開催『G p A制度の活用と課題」飯田人聞社会学部長（本学教員）
・1)7?シヨン ・ へ

・

ーハ
．

ー等の利用と、授業改善報告書の提出（前期・後期）

・実践A9ンゲー ド科目7ンケートの実施
b 実施方法

・1)7？シヨン ・ ヘ・－1，· ー等の利用と、授業改善報告書の提出（前期 ・ 後期）

授業時間肉で、各教員が工夫したわトトやリ7？ション ・ へ
・

－11
・

ー等で学生からの要望を汲み取り、素早く
学生にフィート

・

／＼
・

けするよう教員に依頼。学生の要望に対しどのように対応したか「授業改善報告書J
を提出してもらい、結果を公表する（現在準備中）

・実践A？ンゲ ード科目7ントトの実施

平成21年度より実施を開始した、共通教育科目における実践A？ンゲー ド群において、その初年度に受講
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した4年生に結果を問う7ントトを実施した。 その内容に基づき、 実践7.9ンゲ ー ド群の見直しをおこなうこ

ととしている。

c 開催状況（教員の参加状況含む）

・リ1'Jション ・ へ·－11·ー等の利用と、 授業改善報告書の提出（前期・後期）

．実践7.9ンゲ ート
．

科目7ンウートの実施

d 実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

・今回は7ントトや1J7'Jションヘ
．

ーハ
．

ーを利用し、 授業改善については授業内で行った。

｜
③ 学生に対する綬業評価アンケー トの実施状況

a 実施の有無及び実施時期

・今年度は授業改善を早くを目的とし、 最後に7ントトではなく授業内での7ンケート、リ7ウシヨン ・ ヘ
・

吋，·ー等を利用

した対応を行った。 最終的な授業改善報告書については、 現在内容を精査している。

b 教員や学生への公開状況， 方法等

・学園H Pに公開することが承認されている。

（注） ・「①a 委員会の設置状況』には ， 関係規程等を転載又は添付すること。

『②実施状況Jには， 実施されている取組を全て記載すること。 （記入例参照）
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(3) 自己点横・評価等に関する事項

｜① 設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価 ・ 所見
平成25年4月の入学者については、入学定員2名に対し、入学者がO名であった。
同専攻の博士前期課程の入学生に関して、入学者は入学定員を超えている（入学定員2名、入学者3名）

ことから、やはり潜在的なニーズはあると考えている。広報に関して力を入れているが、費用対効果に
関し、バランスが難しいところである。大学院活性化に関しては、専門委員会で学費の見直しも含めて
対応を検討しており、結論を待ちたい。

② 自己点検・評価報告書

a 公表（予定）時期

・現在大学基準協会に提出した報告書の公開を準備中（平成25年6月を予定）
・ 平成25年度大学基準協会の評価を実施しており、その公表は評価が出てからを予定している。

（平成26年4月を予定）

b 公表方法

・大学ホームペ ー ジょに公開予定（現在ホ ームペー ジリニュ ー アルが進められていることから、新しい
ホームペー ジ上に公開を予定）

③ 認証評価を受ける計画

・平成25年度に大学基準協会による評価実施申請済（4月1日評価用報告書を提出）

設置時あ苛函百変更（又は禾実施）の有無に関わらず記入してください。
また． 『① 設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見Jについては ． できるだけ具体的な根拠を
含めて記入してください。

なお， 「② 自己点検 ・ 評価報告書Jについては， 当該調査対象の組織に関する評価肉容を含む報告書につ
いて記入してください。

(4）情報公表に関する事項

0 設置計画履行状況報告書

a ホームペー ジに公表の有無 ⑤ 無

b 公表時期（未公表の窃合は予定時期） （ 平成25年6月30日 ） 
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